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液体状態でCu に flb,Ⅱb,ⅣbあるいはVb 族元素を合金させると,族数に対

応 してある軸成のところに極大をもつ大 きな発熱混合熱が観測されるOこれは,

或る組成のところでCu- 紬 ,芯b澗bあるいは Vb族原子間に強力な化学結合

が生起していることを示唆している｡ この ようなことは合金液体中のA-A,

A-B あるいはB一一B txHld の原子間距離や配位数が分れは自ずか ら判然 とす

ることである｡ しか し我々が通常測磨可能 なAB2元合金液体のⅩ繰回折ある

いは中性子回折か らは totaldensi､tyfunction
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が与えられるのみであり,個々の partia7density fu.rlC･tionPAA(r),PAB昭 ,

P fγ)を得るには 5つの独立した回折実験- 一例えばⅩ責敵 中性子線,電子嫁ull

回折のセッ トあるいは 5種類の isotopes を用いた中性子回折 etc- -が必要

となるQ Enderby,NosthandELqelstaff(1)(1966)は 自然 Cu,99%濃縮 し

たC㌔5 ならび にCu656" 種類のCu を用い'7:作 つ.f=Cud Sn5 合金液徳の中

性子回折実験を行ないpartiaTstructurefactors acu-cu.杓 ,acu-sn鵬な

らびに asn-sn(fgを導出したOまた, こうして中性子回折により求められた

Cub Sn5 合金液体の ai-j鞘 は 2つに割 れたmainpeakをもつⅩ線回折図形

をみ ごとに再現できたOさらに興味のあることは, CudSn5合金液体の ai-j

相を射 ､て Cu5Sn･合金涯体のX線回折図形を も再現できたことであるto2)これ

は,Cu-Sn系合金液体では, partia一structurefactorsや partialde'nsity

flmttionsが合金の組成に依存しない ことを意味するoWagneretalは,partial

structurefactorsaij蘭 の組成無依存性を仮定 して･ Cu-Sn 系と類似の物性
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を示すAu-Sn系(3)な らび にA9-Sn系(4)合金液体の教程の組成におけるⅩ線回折

図-形からai⊥j杓 を導出したO その結果 aA_A㈹ ならびにaB_B杓 は純金属液

体におけるA杓と極めて類似しその間にほとんど差異が兄い出され得ないこと,

またaA_由杓 は合金中の或る組成に対するA杓に非常に よく対応 していること

が兄い･出されたOとのよ うな知見ば,この種の合金の示す複雑′な電子輸送現象

や熟力学的性質を理解する上に貴重な手がか りを与えるものと考えられるO
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液体金属における中性子散乱について

原研 小 幡 行 雄

千 原 職 三

液体金属の中性子散乱について語るべきことは多いが,ここでは最近 問題に

な っている集団励起に話を限定するO液体He で観測されている集団励起スぺ

ク ト'ルが古典液体で も見出されることは 1.'965年Egelst-aff等およぴDorner

-515-

,-fV

.∴.■-I･11I


